
馬
術
大
出
町
前

-m品開流

締
術
金
剛
流
・点
信
杭

設

術

柳

枕
・堤
前
遊
流
・
御
家
流

組
打
武
旧
流

砲
術
安
見
流
出
井
流
・荻
旧
制
流
・荻
野
新
椛
・街中市

流
・小
川
流

プ
ゲ
イ
ミ
ト
ド
ケ
武
喜
見

届

加

純
一
滞
の
総
武

加
に
於
い
て
、
何
年
二
且
三
日
に
行
う
た
抗
武
官
を

武
懇
見
厨
と
い
う
た
o
こ
の
日
早
校
総
塔
行
・
年
討

中
・{
北
老
・
袋
小
作
各
一
人
如
、
川
び
に
円
T

校
伯
円
以
・

組
問
二
三
人
狗
出
席
し
、
各
武
戦
{
の
防
相
叫
が
引
率
す

る
門
人
の
抗
武
を
凶
し
た
。

プ
ケ
コ
ン
モ
h
y
シ
ユ
ウ
武
家
混
目
集

刊

六

十

容
。
鰐
洲
一
品
定
の
編
。
馬
淵
本
時
銭
と
も
い
ふ
。
武

士
の
早
川
刷
、
時
引
の
興
財
問
、
古
川
刊
の
武
功
、
系
的
家

州問
、
利
引舵
仰
問
、
山
川
名
勝
等
制
大
抽
出
ら
さ
ず
把
し

た
も
の
。
正
徳
笑
弘
正
月
殺

HRU宇
中
間
点
耐
信
の
序
、

正
徳
二
年
間
集
壬
辰
榊
無
月
巾
抗
刷
式
昭
〈
問
中
左

源
太
)
の
序
臨
す
が
あ
る

o
X別
に
↑品
定
の
子
仲
仰
が
、

加
賀
務
の
こ
と
の
み
を
欽
諒
し
た
出
円
相
山
川
容
が
あ

っ
て
、
一
に
加
防
御
年
同
制
と
も
い
ふ
。
出
目
集
を
流

布
木
に
昆
門
誌
に
作
る
も
の
は
非
で
あ
ら
う
。

フ
ゲ
シ
イ
ン
風
至
院

承
久
三
年
注
巡
の
能
活

州
出
獄
図
録
問
主
加
に
、
『
臥
主
院
六
十
九
川
出
段
』

と
見
え
る
o
今
巾
段
の
小
手
に
院
の
お
お
の
あ
る
も

の
は
、
臨
-R
院
の
治
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。

フ
ゲ
シ
ガ

ハ

鳳

至
川

以
京
川
に
在
っ
て
、

一

に
長
弁
川
と
も
い
ふ
。
源
を
昼
間
…
の
望
野
知
山
に
渡

し
、
吠
木
川
・別
所
川

A
M
旧
日
川
を
A
H
し
、
二
伐
に
誤

っ
て
附
凶
山
よ
り
設
す
る
一
小
銃
、
下
黒
川
に
て
上

黒
川
よ
り
抽
出
す
る
一
川
、
応
川
に
て

m川
川
、
山
本

に
て
山
本
川
、
都
旧
民
に
て
招
屋
川
二

一
qE-に
て
河
原

山
川
を
A
n
し
、
備
品
川
と
在
っ
て
取
に
自
ぐ
。
合
杭

フ
ケ
ーー
フ
コJ 

フ
ゲ
シ
ゴ
ホ
リ

鳳

至

郡

能
官
四
捕
の
一
つ
。

悶
主
の
字
訓
に
就
い
て
は
、
和
名
抄
に
不
布
志
と
し
、

延
円前
式

・
日
本
後
紀
の
傍
訓
に
フ

Y
と
し
、
伊
呂
波

{
す
類
抄

・
拾
芥
抄
に
不
介
志
と
す
る
。
そ
の
何
れ
が

正
し
い
か
は
、
日
本
地
迎
芯
料

・
大
日
本
地
名
時
脚
部

に
不
布
志
を
以
て
不
布
志
の
潟
で
あ
ら
う
と
し
、
臥

字
の
古
的
フ
グ
又
は
ホ
ゾ
グ
な
る
が
放
に
プ
グ
に
使

用
し
た
り
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
唯
越
殺
到
三
州
志

の
み
フ
シ
を
是
と
す
る
が
、
こ
れ
は
従
ひ
縫
い。

岡

一士
の
文
字
は
約

H
木
紀
・日
本
後
紀
・延
啓
式
に
皆
用

ひ
る
に
拘
ら
ず
、
成
…
出
集
に
川
川
主
と
し
、
延
華
民
部

省
品
川
芥
抄
に
別
主
に
作
。
、
世
間
川
町
明
以
後
の
文
部

引
々
臥
鍋
ず
一
と
す
る
は
皆
液
で
あ
る
。

フ
ゲ
シ
ゴ
ホ
リ
岡
崎
気
至
郡
能
積
の
邸
主
仰
は
、

巾
頃
間
同
気
京
仰
に
作
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
元
日子三

年
六
且
祭
山
在
刊
の
惣
持
寺
山
間
刷
紋
起
に

『
能
殺
凶

臥
指
摘
主
制
櫛
出
庇
』
、
邸
主
郡
東
の
入
師
寺
縦
雌
永

六
年
市
町
仰
の
大
般
若
経
由
世
告
に
『
風
気
至
郡
上
町
野

柳
削
村
背
述
寺
苗
判
川
端
執
銃
wu
宗
』
、
同
抑
制
刷
川
天

UW宮
祉
縦
天
文
三
年
入
且
十
六
日
の
椋
札
に
『
大
工

瓜
然
主
，
住
人
』
、
な
ど
L
A

見
え
る
も
の
皆
是
で
あ
る

が
、
究
永
の
後
の
文
自
に
は
邸
主
と
あ
る
o
是
は
滞

の
令
訟
で
も
あ
っ
て
復
古
し
た
の
で
あ
ら
う
。

関
に
主
る
ま
で
の
統
脱
一
四
粁
詐
。
一
に
岡
京
谷
川

と
も
い
」。

フ
ゲ
シ
ゴ
ウ
鳳
至
郷
能
菅
凶
間
数
日
銭
併
に
、

和
名
抄
に
臥
主
部
に
邸
主
郷
を
但
さ
ぬ
の
は
、
郡
名

と
同
じ
き
が
放
に
省
い
た
の
で
あ
る
。
越
殺
裂
三
州

志
に
木
郷
ハ
郷
侶
〉
在

am凶
-
領
=
十
丸
村
-
と
い
ふ
も

の
、
こ
れ
そ
の
地
で
あ
ら
う
と
論
じ
、
大
日
本
地
名

僻
幻
に
は
、
今
の
勉
地
阿
伊
の
訟
で
あ
ら
う
と
い

う
て
日
る
が
、
矢
川
町
り
以
宇
一
院
の
ゐ
っ
た
加
に
求
め

ね
ば
な
る
ま
い
。

， 

邸
主
総
愉
応
の
小
字
。

ブ
ケ
ン
レ
イ
シ
ヤ
武
健
闘
出
社
」
ハ
セ
ベ
ジ

y

ジ
ヤ
長
谷
邸
耐
社
。

フ

ゴ

封

戸

封
戸
は
王
朝
の
時
皇
族
文
は
誌
医

の
融
制
功
・位
階
職
分
あ
る
も
の
に
賜
は
っ
た
戸
口
で

あ
り
、
一刑祉
に
封
し
て
は
亦
制
封
、
寺
院
に
樹
し
て

は
寺
封
が
あ
っ
た
。
封
戸
は
皆
諜
戸
で
、
そ
の
剥
郎

フ
ゲ
シ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
鳳
至
比
古
一
柳
祉

関
京

都
の
式
内
枇
。
耐
名
帳
に
祉
脱
に
フ
シ
ヒ
コ
と
修
制

し
て
ゐ
る
の
は
談
で
あ
ら
う
。
所
在
詳
か
で
な
い
。

今
脇
島
の
字
河
井
町
に
在
る
量
破
前
祉
と
、
字臥十甲山中

町
に
在
る
佐
官
同
一
岬
枇
と
は
、
互
に
こ
の
祉
税
の
寧
蒋

を
な
し
、紛
賎
天
和
三
年
か
ら
文
政
八
年
に
及
ん
だ
。

文
式
内
等
窃
社
記
に
は
、
『
邸
主
防
古
訓
枇
。
式
内
一

座
。
大
屋
庄
小
伊
勢
村
地
内
銀
座

om--一中
間
明
訓
寸

或
臼
股

m位
。
溜
社
地
者
一
向
依
北
方
。
群
5

日
間

{
昌
-
地
是
也
。
中
古
合
=
併
子
小
伊
勢
鋭
利
明
制
一』と

し
て
ゐ
る
。
そ
の
一
刑
問
枇
と
斜
ず
る
も
の
は
、
今
の

民
間
利
枇
で
あ
る
。

フ
ゲ
シ
マ
チ
鳳
豆
町

7
uゲ
シ
ダ
ニ
ガ
ハ

臥
奈
川
。

プ
ケ
ジ
テ
イ
キ
武
家
耳
底
記

草
加
。

浅
加
友

郷
若
。
以
毘
努
苦
以
来
の
説
話
を
記
述
し
た
も
の
で
、

中
に
も
前
間
利
常
時
代
の
こ
と
が
多
〈
、
滞
の
記
録

中
断
る
有
命
な
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
平
保
十
六

年
入
且
一
虫
日
朝
合
東
軒
の
肢
が
あ
る
。

フ
ゲ
シ
ノ
ヒ
コ

鳳
至
ノ
探

今
昔
物
納
に
、
能

脅
閥
臥
主
孫
得
鰐
山
知
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ
。

こ
の間師

一
甲
山
孫
は
フ
ゲ
Y
ノ
ヒ
コ
と
訓
む
べ
き
で
、

閥
単
出
古

榊
祉
の
紳
士
山
を
い

ふ
の
で
あ
る
と
す
る
設
が
あ
る
。

能
奄
志
徴
に
は
ま
た
、
後
世
皆
且
村
に
彦
乙
い
ふ
百

姓
の
民
た
の
は
、
関
十
中
つ
孫
の
後
間
で
は
あ
る
ま
い

か
と
述
べ
て
ゐ
る
。

恩
至
谷
川

4
フ
ゲ
シ
ガ
ハ

F 

ri:"l フ
コ
ウ
イ
ン
ジ
ゴ
タ
瞥
光
院
地
総

白

山

の
阿

に
在
る
潔
ヶ
池
の

一h
N

U

で
あ
る
。
越
前
名
跡
考
に
、

『
谷
を
見
下
せ
ば
泊
三
つ
あ
れ
υ
。
中
に
も
大
た
る
を

不
孝
凶
の
地
獄
と
い
」
。
何
れ
も
水
は
慌
の
如
し
。
』

白
山
泌
開
比
例
記
に
、
『
給
開
布
地
調
相
川
一
一
名
山
u
光
院
地

獄
。
』
な
ど
込
見
え
、
老
謹
獅
山
市
に
は
、
出
日
光
院
は
鎚

附
の
山
伏
で
、
一大
正
中
こ
の
拙
水
に
子
を
浸
し
た
が
、

水
よ
り
恕
げ
る
向
付
即
ち
昨
日
節
火
腕
の
如
き
を
免
え

た
か
ら
次
第
に
全
身
を
浸
し
詮
に
溺
れ
て
死
ん
だ
。

フ

ゴ

保

古

J
ホ
プ

保
古
。

フ
コ
ウ
イ
ン

普
光
院
石
川
州
相
官
保
に
在
っ
て
、

浮
土
宗
に
応
す
る
。
元
政
三
年
れ
持
智
犯
の
剣
山Y
と

、，。

L

-V
 

を
給
主
に
納
め
、
羽
は
或
は
字
減
し
或
は
金
給
す
る

こ
と
時
代
に
よ
っ
て
山
田
沼
が
あ
る
O

A

1

加
到

能

続

二
凶
の
中
に
於
い
て
封
戸
を
給
せ
ら
れ
た
例
を
見
る

に、

第
一
に
肢
平
三
年
岡
山
河
右
大
陸
際
限
制
宗
が
、

そ
の
女
な
る
女
御
征
子
に
加
賀
の
封
戸
を
桜
ら
う
と

し
た
文
が
本
閣
制
約
文
特
に
見
え
る
。
第
二
は
服
従
ご

年
入
道
二
品
綴
一
オ
が
能
回
開
等
の
封
戸
を
喜
多
院
に
お

准
せ
ん
こ
と
を
防
相っ
て
泊
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
文

は
明
野
群
紋
に
見
え
る
。
第
三
は
版
和
三
年
に
東
苛

が
能
殺
の
封
戸
か
ら
所
討
の
剥
制
附
を
験
納
し
た
も

の
で
、
東
寺
百
合
文
部
に
見
え
る
。
第
四
は
久
安
六

年
に
女
御
多
子
が
能
殺
の
封
戸
か
ら
府
米
を
僚
納
し

た
も
の
で
別
記
に
縦
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
封
戸
と
同

じ
話
味
で
、
門
商
問

・
荒
股
聞
を
似
は
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
仁
明
夫
卦
ポ
和
三
年
六
且
H
抗
日
、
加
到
凶

百
九
十
川
の
察
側
地
を
三
品
開
正
予
努
良
親
王
に
脇

ひ
、
間
四
年
七
且
三
十
日
加
到
凶
石
川
端
清
股

m川

九
町
を
又
努
良
親
王
に
賜
う
た
こ
と
の
あ
る
の
は
、

そ
の
例
で
あ
る
。
封
戸
・窓
閑
地
・荒
版
聞
は
皆
後
に

班
川
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

七
二

O

， 


